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【目的】長い治療経過を経て同種造血幹細胞移

植を受けた青年期にあるA氏に移植後どのよう

な心理的変化が生じたのかを明らかにする。

【方法】研究デザイン：質的研究　データ収集

期間：平成26年7月～9月　研究対象：造血幹細

胞移植を受けた青年期の患者　データ収集方

法：半構成的面接

【倫理的配慮】対象者に研究の趣旨、プライバ

シーの保護、不参加および中断による不利益を

うけないことなどを書面および口頭で説明し同

意を得た。本研究は、研究者の所属する倫理委

員会の承認を得て実施した。

【結果】再発告知から移植までは『漠然とした

移植に対する不安』があった。移植から無菌室

退室までは、『無菌室での身体的苦痛』『非日

常生活に対するストレス』『今後に対する不

安』を抱え、『患者のニーズに沿った看護師の

対応』を求めていた。無菌室退室から退院まで

は『自分が予想していた見通しと現実とのず

れ』が生じた。その後CMV腸炎に罹患し『CMV感

染症罹患時の状態』では疼痛による精神的負担

を抱え無気力な状態となったが、その時期の

『周囲の支え』が重要であった。『移植を乗り

越えられた要因』は、前向きな性格や明確な目

標を持っていたためであり、それらが回復への

原動力となった。退院後は『移植を振返っての

満足感と現在の目標』を持っている。

【結論】

　1.移植から無菌室退室までは『漠然とした移

　　植に対する不安』を感じ、無菌室入室中に

　　は『非日常生活に対するストレス』と『今

　　後に対する不安』を抱えていた。無菌室退

　　室から退院までの間に『自分が予想してい

　　た見通しと現実とのずれ』が生じたが、

　　『周囲の支え』もあり、移植を乗り越え

　　た。退院後は『移植を振返っての満足感と

　　現在の目標』を得ている。

　2.無菌室入室中は身体的苦痛と治療への不安

　　や隔離でのストレスを抱えているため、

　　『患者のニーズに沿った看護師の対応』が

　　必要である。

　3.無菌室退出後、入院が長期化する場合には

　　社会から切り離されているため、日常性を

　　取り戻せるような人的環境を整える支援が

　　必要である。
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